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MPE720 Ver.7.42 バージョンアップ情報 

1. 機能追加・改善項目 

1.1 Ver.7.42 バージョンアップ情報 

MPE720 Ver.7.41 → Ver.7.42 の機能追加・改善項目は次の通りです。 

No. 機能項目 分類 

1 ロボット制御命令をサポートしました。 新規機能 

2 SVK モジュールをサポートしました。 新規機能 

3 リアルタイムトレース機能において機能改善を行いました。 機能強化 

4 トレース設定の有効／無効を切り替える機能を追加しました。 機能強化 

5 トレース定義の削除方法を改善しました。 機能強化 

6 トレース定義のステータス確認方法を改善しました。 機能強化 

7 リアルタイムトレースの開始トリガ待ち状態の表示処理を改善しました。 機能強化 

8 リアルタイムトレースと XY トレースのリスト表示機能を改善しました。 機能強化 

9 SigmaWin+機能連携において、自動反映パラメータの機能改善を行いました。 機能強化 

10 軸のセットアップウィザード機能がオフラインに対応しました。 機能強化 

11 プロジェクトデータ破損時の保存処理を改善しました。 改善 

12 クロスリファレンス機能の対象図面選択操作を改善しました。 改善 

13 フラッシュ保存時の操作を改善しました。 改善 

14 MP3100 にリモート接続した時のトレースデータ取得処理を改善しました。 改善 

15 ラダープログラムのコンパイルチェック処理を改善しました。 改善 

16 モーションプログラムのコンパイル処理を改善しました。 改善 

17 リアルタイムトレース機能の軸選択処理を改善しました。 改善 

18 モジュール構成定義の対象機器選択リストの表示を改善しました。 改善 

19 バッテリレスモードに対応しました。 改善 

20 モーションアナライザの履歴データの生成処理を改善しました。 改善 

21 モーションアナライザのデータ取得処理を改善しました。 改善 

 

(※)：Windows 7、Windows VistaのOS環境で、既にMPE720 Ver.7.11以前のMPE720 Ver.7を使用していた場合に

MPE720 Ver.7.13以降で追加された軸セットアップウィザード機能へのサーボ機種（Σ-Ⅴ-miniシリーズ）追加など

の情報（データベースに追加された最新の情報）で動作しない場合があります。 

操作手順については、次頁を参照ください。 
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【Windows 7、Windows Vista環境での使用方法について】 

Windows 7、Windows VistaのOS環境で、MPE720 Ver7を使用した場合、以下の現象が発生することがあります。 

 

＜原因＞ 

Windows 7、Windows VistaのOS環境で、既にMPE720 Ver.7.11以前のMPE720 Ver.7を使用していた場合に、MPE720 

Ver.7.13以降で追加された軸セットアップウィザード機能へのサーボ機種（ΣV-miniシリーズ）追加などの情報（データベ

ースに追加された最新の情報）で動作しない場合があります。 

 

＜対策＞ 

以下の手順に従い、バッチファイルを実行することで以下フォルダを削除してください。(※1) 

C:\Users\ユーザ名(※2)\AppData\Local\VirtualStore\Program Files(※3)\YASKAWA\MPE720 Ver7 

 

手順 

１．MPE720 Ver.7インストーラに同梱されているバッチファイルをデスクトップにコピーします。 

【ダウンロード版の場合】 

MPE720Ver7_xxx(※4)\Tools\CleanUp\MPE720Ver7_x86.bat (32ビット版OS用) 

MPE720Ver7_xxx(※4)\Tools\CleanUp\MPE720Ver7_x64.bat (64ビット版OS用) 

【DVD版の場合】 

D(※5):\Tools\CleanUp\MPE720Ver7_x86.bat  (32ビット版OS用) 

D(※5):\Tools\CleanUp\MPE720Ver7_x64.bat  (64ビット版OS用) 

 

２．コピーしたバッチファイルを選択し、ダブルクリックで実行します。 

ご使用のOS環境により、実行するバッチファイルを選択してください。 

MPE720Ver7_x86.bat  (32ビット版OS用) 

MPE720Ver7_x64.bat  (64ビット版OS用) 
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３．コマンドプロンプト上で「y」を入力し、Enterボタンを押下します。 

 

 

４．削除処理終了後、コマンドプロンプト上で、Enterボタンを押下します。 

 

 

(※1)：1台のPCをマルチユーザで使用している場合は、各ユーザ毎に本作業を実施してください。 

(※2)：ログインしているユーザアカウント名が入ります。 

(※3)：OS環境により下記のパス名になります。 

    32ビット版OS：Program Files 

    64ビット版OS：Program Files (x86) 

(※4)：インストールするバージョンによりパス名が変更されます。 

(※5)：DVDドライブ名が入ります。 

(※6)：MPE720 Ver.7インストール時、インストール先を変更した場合は、インストールしたパスに合わせて手動で以下フ

ォルダ配下にある「MPE720 Ver7」フォルダを削除してください。 

C:\Users\ユーザ名(※2)\AppData\Local\VirtualStore 
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【並列回路のコンパイルについて】 

MPE720 Ver7.23以前のMPE720 Ver7のラダープログラムにおいて、並列回路を使用した場合、以下の現象が発生する

ことがあります。 

 

＜現象＞ 

下記のパターンを含む回路を作成した場合に、1階層目のOR回路の下側の回路が、本来、1階層目のOR回路の前に

ある条件命令を受けて、動作しなければならないところをその条件を受けずに動作してしまう現象がありました。 

 

＜対策＞ 

現象が発生した場合は、MPE720 Ver7.24 以降の MPE720 Ver7 で、該当のラダープログラムについて、再コンパイルを

実施してください。 

または、「コンパイル」メニューの「プログラムの全コンパイル」を再度、実施してください。 

 

 

 
---□---.1---□---.2--□--------------☆ 
        |         |   
        |         |---□----.3---□---☆ 
        |                   | 
        |                   |----□---☆ 
        |    
        |----□---.4--□--------------△ 
                  | 
                  |---□--------------△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現象発生パターン】 

記号 命令 

][ A 接点 

STORE  STORE 命令 

( ) コイル 

 

【NG パターン】 

① 
--------.1--------.2------------------STORE 
        |         |   
        |         |---------.3--------STORE 
        |                   | 
        |                   |---------STORE 
        |    
        |---------.4------------------STORE 
                  | 
                  |-------------------STORE 
 

 

1 階層目の OR 回路 2 階層目の OR 回路 

3 階層目の OR 回路 

1 階層目の OR 回路：ラングの母線から分岐された OR 回路 

2 階層目の OR 回路：1 階層目の OR 回路内から分岐された OR 回路 

3 階層目の OR 回路：2 階層目の OR 回路内から分岐された OR 回路 

 

□（条件命令）：A 接点、B 接点、比較（==、!=、>、<）命令など 

          ※□（条件命令）には、パワー線（-------）も含む 

☆（出力命令）：コイル、ブロック命令（Expression、STORE、COPYW）命令など 

          ※ただし、☆が全てコイル命令の場合は、今回の現象は発生しません。 

△（出力命令）：コイル、ブロック命令（Expression、STORE、COPYW）命令など 

最小回路パターン 

ここが NG となります 
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② 

  MB0       MB10 
---][---.1---][---.2------------------STORE 
        |         |  MB20 
        |         |----][---.3--------STORE 
        |                   | 
        |                   |---------STORE 
        |   MB11 
        |----][---.4------------------STORE 
                  | 
                  |-------------------STORE 
 

③ 

  MB0       MB10 
---][---.1---][---.2------------------STORE 
        |         |  MB20 
        |         |----][---.3--------( ) 
        |                   | 
        |                   |---------( ) 
        |   MB11 
        |----][---.4------------------STORE 
                  | 
                  |-------------------STORE 

 

【OK パターン】 

① 
--------.1--------.2------------------STORE 
        |         |   
        |         |-------------------STORE 
        |         | 
        |         |-------------------STORE 
        |    
        |---------.3------------------STORE 
                  | 
                  |-------------------STORE 
 

② 

  MB0       MB10 
---][---.1---][---.2------------------( ) 
        |         |  MB20 
        |         |----][---.3--------( ) 
        |                   | 
        |                   |---------( ) 
        |   MB11 
        |----][---.4------------------( ) 
                  | 
                  |-------------------( ) 
 

③ 

  MB0       MB10 
---][---.1---][---.2------------------( ) 
        |         |  MB20 
        |         |----][---.3--------( ) 
        |                   | 
        |                   |---------( ) 
        |   MB11 
        |----][---.4------------------STORE 
              | 
                  |-------------------STORE 
 

 

ここに１つでもブロック命令(STORE

命令など)があると NG 

最小回路パターンに条件命令（A

接点など）があっても NG 

ここが NG となります 

ここが NG となります 

すべてコイルなので OK 

すべてコイルなので OK 

2 階層の OR 回路なので OK 
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1.2 過去のバージョンアップ情報 

 

No. バージョンアップ 備考 

1 MPE720 Ver7.11 バージョンアップ情報 Ver7.10→Ver7.11 

2 MPE720 Ver7.13 バージョンアップ情報 Ver7.11→Ver7.13 

3 MPE720 Ver7.14 バージョンアップ情報 Ver7.13→Ver7.14 

4 MPE720 Ver7.20 バージョンアップ情報 Ver7.14→Ver7.20 

5 MPE720 Ver7.21 バージョンアップ情報 Ver7.20→Ver7.21 

6 MPE720 Ver7.23 バージョンアップ情報 Ver7.21→Ver7.23 

7 MPE720 Ver7.24 バージョンアップ情報 Ver7.23→Ver7.24 

8 MPE720 Ver7.26 バージョンアップ情報 Ver7.24→Ver7.26 

9 MPE720 Ver7.27 バージョンアップ情報 Ver7.26→Ver7.27 

10 MPE720 Ver7.28 バージョンアップ情報 Ver7.27→Ver7.28 

11 MPE720 Ver7.29 バージョンアップ情報 Ver7.28→Ver7.29 

12 MPE720 Ver7.30 バージョンアップ情報 Ver7.29→Ver7.30 

13 MPE720 Ver7.31 バージョンアップ情報 Ver7.30→Ver7.31 

14 MPE720 Ver7.33 バージョンアップ情報 Ver7.31→Ver7.33 

15 MPE720 Ver7.34 バージョンアップ情報 Ver7.33→Ver7.34 

16 MPE720 Ver7.35 バージョンアップ情報 Ver7.34→Ver7.35 

17 MPE720 Ver7.36 バージョンアップ情報 Ver7.35→Ver7.36 

18 MPE720 Ver7.37 バージョンアップ情報 Ver7.36→Ver7.37 

19 MPE720 Ver7.38 バージョンアップ情報 Ver7.37→Ver7.38 

20 MPE720 Ver7.39 バージョンアップ情報 Ver7.38→Ver7.39 

21 MPE720 Ver7.40 バージョンアップ情報 Ver7.39→Ver7.40 

22 MPE720 Ver7.41 バージョンアップ情報 Ver7.40→Ver7.41 

VersionUpInfo/MPE720Ver711バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver713バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver714バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver720バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver721バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver723バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver724バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver726バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver727バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver728バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver729バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver730バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver731バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver733バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver734バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver735バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver736バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver737バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver738バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver739バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver740バージョンアップ情報.pdf
VersionUpInfo/MPE720Ver740バージョンアップ情報.pdf
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2. 修正内容詳細 

No. 1 ロボット制御命令をサポートしました。 

ラダープログラムでロボット制御命令(MLx 関数)をサポートしました。 

 

① ラダー命令パレットの「ROBOT SYSTEM」、「ROBOT CONFIGURATION」、「ROBOT MOTION」のカテゴリにロボット制

御命令を追加しました。 

 

 
 

② ラダーエディタでロボット制御命令を入力したときに、命令の「Param」オペランドに、未使用領域のDレジスタ変数を自

動配置し、変数を登録する機能を追加しました。 

自動登録される変数は、該当の命令のオペランドに即したシステム構造体型が登録されます。 

※③の環境設定画面で、設定が「する」に設定されているときに自動で登録されます。 
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③ 環境設定画面の「ラダー」-「全般」ページに、「ロボット制御命令」-「[Param]オペランドへの D レジスタ自動割付」の有

効／無効の切り替え設定を追加しました。 

 

 

 

④ 各ラダープログラムのプロパティ画面に、②の未使用領域の D レジスタ変数を自動配置する D レジスタの開始アドレ

スの設定を追加しました。 
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⑤ ロボット制御命令の「Param」オペランドの使用範囲が、他の命令のアドレス型オペランドの使用範囲と重複していると

きに、コンパイルで警告を表示するようにしました。 

 
 

⑥ 環境設定の「変数」-「変数」ページに構造体のデータ型名の表示有無を切り替える設定を追加しました。 

この設定は、変数ウィンドウにおける変数名表示に作用します。 

 

 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ Ver.1.36 以降 

Sigma-7 シリーズ Ver.1.03 以降 

MP2000 シリーズ MP2000 シリーズでは未サポートです。 
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No. 2 SVK モジュールをサポートしました。 

以下のコントローラ機種において、CPU スロットに SVK モジュールを割付できるようになりました。 

 

【対象機種】 

 CPU-201 

 CPU-201(SUB) 

 CPU-202 

 CPU-202(SUB) 

 CPU-301(16axes) 

 CPU-301(32axes) 

 CPU-302(16axes) 

 CPU-302(32axes) 

Sigma-7C 

 

① モジュール構成定義画面のCPUスロットでSVKモジュールが選択できるようになりました。SVKの定義は、デフォルト

では UNDEFINED です。 

 

 

② SVK の詳細定義画面を追加しました。 
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③ SVK の詳細定義で設定したロボット制御命令の MLxData 構造体で使用するレジスタの範囲と、他の変数で使用して

いるレジスタの範囲が重複しているときに、変数ウィンドウ上に、レジスタの範囲が重複していることを警告する機能

を追加しました。 

 
 

④ ③の状態で「グローバル変数」の展開操作を行なったときに、重複している変数の一覧を表示し、重複している変数を

一括削除できる機能を追加しました。 

 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ Ver.1.36 以降 

Sigma-7 シリーズ Ver.1.03 以降 

MP2000 シリーズ MP2000 シリーズでは未サポートです。 
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No. 3 リアルタイムトレース機能において機能改善を行いました。 

リアルタイムトレース機能において、以下の条件で 0xA0A005B4 のエラーメッセージが表示されて、トレースを開始できな

い現象がありました。 

 

【条件】 

・他のグループがすべてのトレースバッファを使用している場合 

・トレースバッファサイズの変更操作等により、トレースバッファが一杯となり、新規にトレースバッファを確保できなかった

場合 

 

そこで、トレースが開始できかった場合に、コントローラのファームウェアバージョンによって、以下のようなメッセージを表

示するように改善しました。 

 

 

① ファームウェアバージョンが 1.37 以降の場合 

トレース開始操作で、トレースを開始できなかった場合に、トレースバッファのリセットの実行が可能なメッセージを表示す

るように改善しました。 

トレースバッファのリセットを行うと、すべてのグループのトレースが停止します。 

・取得されたトレースデータは、削除されます。 

・トレース定義は、削除されません。 

 

 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ Ver.1.37 以降予定 

Sigma-7 シリーズ Ver.1.04 以降予定 

MP2000 シリーズ MP2000 シリーズでは未サポートです。 

 



 13 

 

② ファームウェアバージョンが 1.30～1.36 の場合 

トレース開始操作で、トレースを開始できなかった場合に、他のグループのトレース定義の削除が可能なメッセージを表示

するように改善しました。 

・取得されたトレースデータは、削除されます。 

・操作しているグループ以外のトレース定義は、削除されます。 

 

 
 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ Ver.1.30 以上 1.36 以下 

Sigma-7 シリーズ Ver.1.01 以上 1.03 以下 

MP2000 シリーズ MP2000 シリーズでは未サポートです。 

 

③ ファームウェアバージョンが 1.30 未満の場合 

トレース開始操作で、トレースを開始できなかった場合に、他のグループのトレースを停止することを促すメッセージを表

示するように改善しました。 

・取得されたトレースデータは、削除されません。 

・トレース定義は、削除されません。 
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【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ Ver.1.30 未満 

Sigma-7 シリーズ Ver.1.00 のみ 

MP2000 シリーズ MP2000 シリーズでは未サポートです。 

 

No. 4 トレース設定の有効／無効を切り替える機能を追加しました。 

システムウィンドウのポップアップメニューに「全トレース設定の有効」、「全トレース設定の無効」、「トレース設定の有効／

無効」を追加し、各グループのトレースを有効／無効切り替えることができる機能を追加しました。 

 

 トレースの無効操作で、以下の動作となります。 

 ・実行中のトレースは、停止します。 

 ・取得したトレースデータは、削除されます。 

 ・トレース定義は、削除されません。 

 

 
 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ Ver.1.37 以降対応予定 

Sigma-7 シリーズ Ver.1.04 以降対応予定 

MP2000 シリーズ MP2000 シリーズでは未サポートです。 
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No. 5 トレース定義の削除方法を改善しました。 

システムウィンドウのポップアップメニューに「全トレース削除」、「トレース削除」のメニューを追加して、トレース定義の削

除を行うことができるようになりました。 

 

 トレース削除操作で、以下の動作となります。 

 ・実行中のトレースは、停止します。 

 ・取得したトレースデータは、削除されます。 

 ・トレース定義は、削除されます。 

 

 

 

 

 

また、トレース定義の削除操作を常時行うことが出来るようにしました。 
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【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

Sigma-7 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

MP2000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

 

 

No. 6 トレース定義のステータス確認方法を改善しました。 

①システムウィンドウ上で、トレース定義のステータスを確認できるように、状態に即したアイコンとステータスの文字列を

表示するようにしました。 

 

 

 
 

【アイコン】 

：トレース定義有／トレース設定有効の場合 

：トレース定義無の場合 

：トレース設定無効の場合 
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【文字列】 

実行中 

停止中 

開始トリガ待ち 

トレース定義有 

トレース定義無 

トレース設定無効 

未確定のトレース定義有 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

Sigma-7 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

MP2000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

 

 

②SW00098 と SW15998 にデータトレース有効無効のステータスビット(グループ 1～4)を追加しました。 

 

レジスタ コメント ステータス 

SB000988 データトレース有効無効(グループ 1) 0：有効 

1：無効 

SB000989 データトレース有効無効(グループ 2) 0：有効 

1：無効 

SB00098A データトレース有効無効(グループ 3) 0：有効 

1：無効 

SB00098B データトレース有効無効(グループ 4) 0：有効 

1：無効 

SB159988 データトレース有効無効(グループ 1) 0：有効 

1：無効 

SB159989 データトレース有効無効(グループ 2) 0：有効 

1：無効 

SB15998A データトレース有効無効(グループ 3) 0：有効 

1：無効 

SB15998B データトレース有効無効(グループ 4) 0：有効 

1：無効 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ Ver.1.37 以降対応予定 

Sigma-7 シリーズ Ver.1.04 以降対応予定 

MP2000 シリーズ MP2000 シリーズでは未サポートです。 
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No. 7 リアルタイムトレースの開始トリガ待ち状態の表示処理を改善しました。 

リアルタイムトレース機能において、以下の操作手順を行った場合、開始トリガ待ち状態のビットマップが表示されない現

象がありましたので、トレース開始トリガ待ちのビットマップが表示されるように改善しました。 

 

【操作手順】 

① トリガを設定する。 

② トレースを開始して、開始トリガ待ち状態にする。 

③ 一旦、リアルタイムトレースを閉じる。 

④ 再度、リアルタイムトレースを開く。 

 

SW00099とSW15999にトレース1～4開始トリガステータスを追加し、開始トリガのステータスを確認できるようにしました。 

 

レジスタ コメント ステータス 

SB000998 トレース 1 開始トリガステータス 0：開始条件待ち以外 

1：開始条件待ち 

SB000999 トレース 2 開始トリガステータス 0：開始条件待ち以外 

1：開始条件待ち 

SB00099A トレース 3 開始トリガステータス 0：開始条件待ち以外 

1：開始条件待ち 

SB00099B トレース 4 開始トリガステータス 0：開始条件待ち以外 

1：開始条件待ち 

SB159998 トレース 1 開始トリガステータス 0：開始条件待ち以外 

1：開始条件待ち 

SB159999 トレース 2 開始トリガステータス 0：開始条件待ち以外 

1：開始条件待ち 

SB15999A トレース 3 開始トリガステータス 0：開始条件待ち以外 

1：開始条件待ち 

SB15999B トレース 4 開始トリガステータス 0：開始条件待ち以外 

1：開始条件待ち 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ Ver.1.37 以降対応予定 

Sigma-7 シリーズ Ver.1.04 以降対応予定 

MP2000 シリーズ MP2000 シリーズでは未サポートです。 
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No. 8 リアルタイムトレースと XY トレースのリスト表示機能を改善しました。 

リアルタイムトレースと XY トレースにおいて、トレース実行中であってもリスト画面を開くことが出来るように改善しました。

また、画面上部に再読込みボタンを追加しました。これにより、任意のタイミングで、トレースバッファの再読みすることが

出来るようになりました。 

 

 
 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

Sigma-7 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

MP2000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

 

No.9 SigmaWin+機能連携において、自動反映パラメータの機能改善を行いました。 

MC-Configurator の設定パラメータ画面において、サーボパラメータに対する自動反映対象のパラメータの操作改善を行

いました。 

 

① 自動反映対象のパラメータセルを黄色で表示するようにしました。 
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② 自動反映対象のパラメータの「現在値」を「始動時の値」に反映する機能を追加しました。 

 

 
 

③ 「始動時の値に反映」機能操作後、下記操作をサポートする機能を追加しました。 

・コントローラへの書き込み 

・フラッシュ保存 

 
 

④ SigmaWin+ Ver.7 のパラメータ編集画面の「自動反映パラメータ更新」機能が操作された場合に、コントローラの固定

パラメータの機械諸元を用いて換算した設定値を設定パラメータの OLxx1E：位置決め完了幅に反映するように改善し

ました。 

 

【対象パラメータ】 

○サーボパラメータ 

Pn522：位置決め完了幅 

 

○設定パラメータ 

OLxx1E：位置決め完了幅 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

Sigma-7 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

MP2000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 
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【対応バージョン】 

○サーボツール 

コントローラ 対応バージョン 

SigmaWin+ Ver.7 Ver.7.13 以降対応。 

 

 

No.10 軸のセットアップウィザード機能がオフラインに対応しました。 

軸のセットアップウィザード機能をオフラインで使用できるようにしました。 

 

「２．モーションパラメータの設定」のみ使用できるようにしました。 

 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

Sigma-7 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

MP2000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 
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No.11 プロジェクトデータ破損時の保存処理を改善しました。 

ウィルス対策ソフトを使用している場合、以下の条件下において、MPE720が使用しているWindows既定のテンポラリ領域

のファイルが削除される場合がありました。 

 

【条件】 

・Windows の一時ファイルを削除する機能が実行された場合。 

 

テンポラリ領域のファイルが削除されると、プロジェクトファイルデータが破損してしまうことがあります。その状態でプロジ

ェクト保存を行うと、次回以降、プロジェクトファイルを開くことができなくなる現象がありましたので、プロジェクトファイルデ

ータの破損を検知した場合は、プロジェクトファイルを保存（上書き保存、名前を付けて保存）できないように改善しました。 

 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

Sigma-7 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

MP2000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

 

No.12 クロスリファレンス機能の対象図面選択操作を改善しました。 

クロスリファレンス機能で、検索対象図面の選択コンボボックスをクロスリファレンスウィンドウに表示するように改善しまし

た。 

 

 
 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

Sigma-7 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

MP2000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 
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No.13 フラッシュ保存時の操作を改善しました。 

フラッシュ保存の操作性を向上させるため、以下のように改善しました。 

 

① フラッシュ保存時に、RAM⇔フラッシュが一致している場合に警告メッセージが表示されていましたが、メッセージを表

示しないように改善しました。 

 

② コントローラの INIT スイッチが ON している状態で、フラッシュ保存実行すると、フラッシュ保存実行前に INIT 起動の確

認メッセージが表示されていましたが、フラッシュ保存完了時にメッセージを表示するように改善しました。 

 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

Sigma-7 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

MP2000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

 

No.14 MP3100 にリモート接続した時のトレースデータ取得処理を改善しました。 

以下の条件下において、リアルタイムトレースでトレースデータを取得すると、通信タイムアウトが発生する現象がありま

したので、通信タイムアウトが発生しないように改善しました。 

 

【条件】  

・MP3100 にリモート接続している場合 

・リアルタイムトレース機能のサンプリング＆トリガ設定画面で、トレースバッファサイズに、1M ワードを設定している場合 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

Sigma-7 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

MP2000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 
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No.15 ラダープログラムのコンパイルチェック処理を改善しました。 

システム関数を使用しているラダープログラムをコンパイルする際に、アドレス型レジスタを設定するオペランドのサイズ

をチェックし、レジスタの使用サイズが範囲外の場合に、ワーニング表示するようにしました。  

 
 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

Sigma-7 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

MP2000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

 

No.16 モーションプログラムのコンパイル処理を改善しました。 

UFC 命令でユーザ関数名に”K”が数値と判定される文字列を含むときに、関数名を正しく識別できない現象がありました

ので、UFC 命令でユーザ関数名に数値の後のサフィックスとして、”K”を含む場合も、関数名として正しく識別されるように

改善しました。 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

Sigma-7 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

MP2000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

 



 25 

 

No.17 リアルタイムトレース機能の軸選択処理を改善しました。 

リアルタイムトレースのサンプリング＆トリガ設定画面において、サーボトレースの軸選択画面起動時に、設定済の軸が

チェックされた状態で起動しない現象がありましたので、軸の選択内容を復元するように改善しました。 

 

 
 

また、以下の機能においても水平展開を実施しました。 

 

【対象機能】 

・軸のセットアップウィザードの軸選択画面 

・テスト運転の軸選択画面 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

Sigma-7 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

MP2000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

 

No.18 モジュール構成定義の対象機器選択リストの表示を改善しました。 

モジュール構成定義において、以下の①,②の現象がありましたので、改善しました。 

 

① ワークスペース画面の対象機器選択リストに、SVB/SVC のスレーブとして割付されているすべての I/O のデバイス

が表示されていました。そのため、I/Oパラメータをサポートしていない機種を選択し、I/Oパラメータを起動した場合、

以下のようなメッセージが表示される現象がありました。 

 

 

 

② ワークスペース画面の対象機器選択リストに表示する名称のプレフィックスが I/O 機器であっても”Axis”と表示されて

いました。 
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上記①,②を以下のように改善しました。 

 

① I/O パラメータ画面をサポートしている機種のみをワークスペースの軸選択に表示するように改善しました。 

 

 

② I/O 機器についてはプレフィックスを”IO”で表示するように改善しました。 

 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

Sigma-7 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

MP2000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 
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No.19 バッテリレスモードに対応しました。 

バッテリレスモードを選択できるように改善しました。 

 
 

【対象機種】 

 CPU-201 

 CPU-201(SUB) 

 CPU-202 

 CPU-202(SUB) 

 CPU-301(16axes) 

 CPU-301(32axes) 

 CPU-302(16axes) 

 CPU-302(32axes) 

 NSC-832 

 NSC-832(SUB) 

 NSC-732 

 

※MP3100 シリーズではバッテリレスモードが標準でサポートされているため設定不要です。 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ Ver.1.36 以降対応。 

Sigma-7 シリーズ Sigma-7 シリーズでは未サポートです。 

MP2000 シリーズ MP2000 シリーズでは未サポートです。 
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No.20 モーションアナライザの履歴データの生成処理を改善しました。 

以下の条件下において、モーションアナライザの履歴データがグループごとに生成されない現象がありましたので、生成

される CSV ファイル名称にグループ番号を追加することで、モーションアナライザの履歴データがグループごとに生成さ

れるように改善しました。 

 

 

【条件】 

・複数のグループでサーボトレースが取得されている場合(トレース 1～4) 

・停止トリガ条件を同一にしてサーボトレースを取得する場合 

 

例）トレース 1～4 で、停止トリガ条件を同一にしてサーボトレースを取得した場合。 

 

 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

Sigma-7 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

MP2000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

 

No.21 モーションアナライザのデータ取得処理を改善しました。 

以下の条件下において、モーションアナライザのデータ取得時にエラーメッセージが表示される現象がありましたので、モ

ーションアナライザのデータ取得時にエラーメッセージが表示されないように改善しました。 

 

【条件】 

・複数のグループでサーボトレースが取得されている場合(トレース 1～4) 

・複数のグループでトレースデータとトリガ設定及び対象のサーボが同一である場合 

 

【対応バージョン】 

○コントローラ 

コントローラ 対応バージョン 

MP3000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

Sigma-7 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

MP2000 シリーズ コントローラのバージョンには依存しません。 

 


